
釧路湿原
自然再生協議会 ニュースレター

旧川復元小委員会

編集・発行 : 釧路湿原自然再生協議会 運営事務局　　　　発行日 : 平成28年3月31日

18No.

　事務局から「平成27年度茅沼地区旧川復元モニタリング」について説明を行い、内容について議論が行われ
ました。

１ 平成27年度茅沼地区旧川復元モニタリングについて

平成 28年 2月 9日 (火）「第 18回  旧川復元小委員会」が開催されました。

▲第 18回   旧川復元小委員会 (平成 28年 2月 9日 )



◆旧川復元河道の設定・河道安定予測について

２ ヌマオロ川における調査検討結果について

このようなことが議論されました。

平成27年度は「現況の鳥類」・「現河道及び旧川の河床材料」について調査を行いました。

ヌマオロ川の周辺に生息する希少鳥類調査を行い、３科４種の
希少鳥類を確認しました。

現河道と旧川の河道特性を把握するため、
河床材料調査を行いました。

事務局から、「ヌマオロ川における調査検討結果」について説明を行い、内容について議論が行われました。

◆地域住民に対する説明状況について

●委員長　●委員　●事務局
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▲湿原中心部への土砂軽減効果の予測結果

　近年、出水規模が最も大きかった平成25年 9月出水（ピーク流量96.2m3/s）を対象に、現況河道及び旧川
復元河道における「氾濫形態」および「土砂の堆積状況」を河川シミュレーションソフト「iRIC」を用いて、
予測しました。
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